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特集・学生生活の危機対応 
Ⅰ
．
は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
秋
、
角
界
及
び
大
学
生
に
お
け
る
大
麻
問
題
が
社
会

問
題
化
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
数
年
、
毎
年
の
よ
う
に

薬
物
乱
用
問
題
が
社
会
を
騒
然
と
さ
せ
て
い
る
。二
〇
〇
七
年
に
は
、

医
薬
品
で
あ
る
リ
タ
リ
ン
問
題
が
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
八
月
に
は
芸

能
人
に
お
け
る
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
、
覚
せ
い
剤
問
題
が
あ
っ
た
。

わ
が
国
の
薬
物
乱
用
状
況
は
覚
せ
い
剤
事
犯
者
数
を
元
に
、
三
つ

の
乱
用
期
に
分
け
て
語
ら
れ
て
き
た
（
図
１
）。
現
在
は
一
九
九
五

年
に
始
ま
っ
た
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期１

に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期
も
既
に
一
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、

わ
が
国
の
薬
物
乱
用
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、薬
物
乱
用
問
題
の
今
日
的
特
徴
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

そ
の
特
徴
に
基
づ
い
た
大
学
生
へ
の
対
応
に
つ
い
て
提
言
し
た
い
。

Ⅱ
．
今
日
の
薬
物
乱
用
状
況

１
．
不
正
薬
物
事
犯
者
数

図
１
は
不
正
薬
物
事
犯
者
数２

の
年
次
推
移
で
あ
る
。
第
二
次
覚
せ

い
剤
乱
用
期
（
一
九
七
〇
年
～
一
九
九
四
年
）
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、

こ
の
時
期
、
事
犯
者
数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
毒
物
及
び
劇
物
取

締
法
」
事
犯
（
事
実
上
、
有
機
溶
剤
事
犯
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以

下
、
有
機
溶
剤
事
犯
と
称
す
る
）
で
あ
り
、
筆
者
が
「
我
が
国
独
自

型３

」
と
称
し
た
世
界
で
も
希
な
有
機
溶
剤
優
位
型
が
そ
の
特
徴
で
あ

今
日
の
薬
物
乱
用
の
特
徴
と
学
生
へ
の
対
応
に
つ
い
て

和
田
　
清

（
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
　
精
神
保
健
研
究
所
　
薬
物
依
存
研
究
部
部
長
）
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っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
有
機
溶
剤
事
犯
者
数
は
一
九
九
二
年
以
降
激

減
傾
向
を
示
し
、
一
九
九
三
年
に
は
覚
せ
い
剤
事
犯
者
数
に
次
ぐ
第

二
位
と
な
り
、
二
〇
〇
六
年
に
は
二
，
三
九
八
人
と
、
つ
い
に
大
麻

事
犯
者
数
（
二
，
四
二
三
人
）
に
も
抜
か
れ
、
第
三
位
の
座
に
ま
で

減
少
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期
で
の
覚
せ
い

剤
の
入
手
可
能
性
の
高
さ
が
あ
る
と
推
定
で
き
る
が１

、
有
機
溶
剤
が

不
正
薬
物
事
犯
者
数
上
、
第
三
位
に
ま
で
減
少
し
た
事
実
は
、
わ
が

国
の
薬
物
乱
用
の
歴
史
上
、
特
筆
す
べ
き
変
化
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
八
年
秋
に
角
界
及
び
大
学
生
に
お
け
る
乱
用

問
題
と
し
て
世
間
を
騒
が
せ
た
大
麻
事
犯
者
数
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
？
一
九
五
一
年
の
大
麻
取
締
法
検
挙
人
員
は
二
四
人
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
年
々
増
加
し
、
二
〇
〇
八
年
に
は
二
，
八
六
七
人
に
ま

で
達
し
た２

。
し
か
し
、
図
1
を
見
る
限
り
、
覚
せ
い
剤
事
犯
者
数
と

は
あ
ま
り
に
も
開
き
が
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
秋
の
騒
ぎ
と
は
今
ひ
と

つ
噛
み
合
わ
な
い
感
を
も
た
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
不
正
薬
物

事
犯
者
数
と
は
検
挙
さ
れ
た
者
の
数
で
あ
り
、
検
挙
さ
れ
る
者
は
薬

物
乱
用
者
の
「
氷
山
の
一
角
」
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
般
の
方
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
わ

ゆ
る
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
（
向
精
神
作
用
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
薬
物

自
体
を
規
制
す
る
法
律
が
な
い
た
め
に
、
事
実
上
、
製
造
、
販
売
、

使
用
等
が
「
野
放
し
」
に
な
っ
て
い
る
薬
物
。）
問
題
が
社
会
問
題

図１：不正薬物事犯者数2
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化
し
た
の
も
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期
の
中
で
の
今
日
的
問
題
で
あ

る
。
こ
の
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
問
題
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
、

一
九
九
八
年
頃
か
ら
表
面
化
し
た
マ
ジ
ッ
ク
・
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
問

題
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
取
り
締
ま
り
や

薬
物
乱
用
防
止
教
育
な
ど
の
各
種
対
応
策
の
強
化
に
相
反
す
る
か
の

よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ド
ラ
ッ
グ
（
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
の
規
制

薬
物
に
よ
る
向
精
神
作
用
と
類
似
し
た
作
用
を
期
待
し
て
、
規
制
薬

物
の
構
造
式
の
一
部
を
化
学
合
成
的
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
規
制
薬
物
類
似
の
薬
物
）
を
主
と
す
る
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
問

題
が
浮
上
し
た
。
そ
の
代
表
格
は5-m

ethoxy-N
,�N
-diisopropyl-

tryptam
ine�

（5M
eO
-D
IPT

）
で
あ
る
が４

、
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
は
規

制
薬
物
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
事
犯
者
数
、
押
収
量
は
算
出
し
よ
う

が
な
い
。
し
か
し
、
政
府
が
薬
事
法
を
改
正
し
（
二
〇
〇
七
年
四
月

施
行
）、「
指
定
薬
物
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、
対
処
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
事
実
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
問
題
の
出

現
と
問
題
の
重
要
性
を
象
徴
し
て
い
る
。

２
．
薬
物
使
用
に
関
す
る
全
国
住
民
調
査

本
当
の
薬
物
乱
用
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、国
民
に
対
し
て
、

直
接
、
薬
物
乱
用
・
依
存
経
験
の
有
無
を
調
べ
る
に
尽
き
る
。
そ
こ

で
、
筆
者
ら
は
、
一
九
九
五
年
か
ら
、
層
化
二
段
無
作
為
抽
出
に
よ

り
選
ば
れ
た
全
国
の
一
五
歳
以
上
の
住
民
に
対
す
る
全
国
調
査
（
留

置
自
記
式
調

査５

）
を
隔
年
継

続
実
施
し
て
き

た
。生

涯
経
験
率

（
こ
れ
ま
で
に

一
回
で
も
経
験

し
た
こ
と
が
あ

る
と
答
え
た
者

の
割
合
。
図

2
。）
は
高
い

順
に
有
機
溶
剤

＞

大
麻＞

覚
せ

い
剤
で
あ
る
。

し
か
も
、
生
涯

経
験
率
は
こ
れ

ま
で
の
経
験
を

反
映
し
て
い
る

た
め
、
有
機
溶

剤
の
率
が
高
い

の
は
致
し
方
な
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図2 違法薬物の生涯経験率 5)

有機溶剤 大麻 覚せい剤 何らかの薬物

図 2：違法薬物の生涯経験率5
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い
が
、大
麻
の
生
涯
経
験
率
は
確
実
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
実
質
的
に
は
、
今
日
最
も
乱
用
さ
れ
て
い
る
薬
物
は
大

麻
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
方
、
覚
せ
い
剤
の
そ
れ
は
横

ば
い
状
態
な
の
で
あ
る
。

３
．
全
国
精
神
科
病
院
調
査

依
存
性
薬
物
の
多
く
は
、
そ
の
使
用
に
よ
り
何
ら
か
の
精
神
障
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
筆
者
ら
は
、
全
国
の
全
有
床

精
神
科
病
院
（
二
〇
〇
八
年
で
一
，
六
二
二
施
設
を
対
象
と
し
た
）

に
通
院
・
入
院
し
た
薬
物
関
連
精
神
障
害
患
者
に
関
す
る
調
査６

を
継

続
実
施
し
て
い
る
。

精
神
科
病
院
に
通
院
・
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
主
た
る
原
因

と
し
て
の
薬
物
」
の
割
合
の
推
移
を
図
3
に
示
し
た
。
第
二
次
覚
せ

い
剤
乱
用
期
で
は
有
機
溶
剤
と
覚
せ
い
剤
と
が
そ
れ
ぞ
れ
約
四
〇
％

を
占
め
て
拮
抗
し
て
い
た
。
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
に
な
る
と
、
覚

せ
い
剤
の
割
合
が
増
加
し
、
有
機
溶
剤
の
割
合
は
激
減
し
た
。
そ
の

両
者
の
関
係
は
図
１
に
示
し
た
不
正
薬
物
事
犯
数
の
増
減
傾
向
と
似

通
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
三
位
は
睡
眠
薬
（
医
薬
品
）
で
あ
る
と

こ
ろ
が
不
正
薬
物
事
犯
者
数
（
図
１
）
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

大
麻
に
関
し
て
は
、「
主
た
る
原
因
と
し
て
の
薬
物
」
と
し
て
は
、

わ
ず
か
数
％
に
し
か
満
た
な
い
。
し
か
し
、「
使
用
歴
の
あ
る
薬
物
」

と
し
て
の
割
合
（
図
３
の
「
大
麻
歴
あ
り
」）
は
二
〇
〇
〇
年
の
九
・

八
％
か
ら
二

〇
〇
四
年
に

は
三
八
・
一

％
に
ま
で
激

増
し
、
二
〇

〇
八
年
で
も

二
六
・
一
％

を
維
持
し
て

い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ

と
は
、
大
麻

は
覚
せ
い
剤

や
有
機
溶
剤

に
比
べ
る

と
、
精
神
科

病
院
へ
入

院
・
通
院
し

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど

の
病
的
状
態

を
作
る
力
が
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図3 薬物関連精神疾患患者の薬物別内訳 6)

覚せい剤 有機溶剤 鎮痛薬 睡眠薬

抗不安薬 大麻 大麻歴あり

図 3：薬物関連精神疾患患者の薬物別内訳6
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相
対
的
に
は
弱
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
結
果
的
に
、
大

麻
乱
用
は
事
例
化
し
に
く
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。そ
の
結
果
が
、

不
正
薬
物
事
犯
者
数
で
の
大
麻
事
犯
者
数
の
少
な
さ
の
原
因
で
あ
ろ

う
。ま

た
、
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
も
、
二
〇
〇
八
年
の
本
調
査
に
よ
れ
ば
、「
主

た
る
原
因
と
し
て
の
薬
物
」と
し
て
の
報
告
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、

「
使
用
歴
の
あ
る
薬
物
」
と
し
て
の
報
告
は
二
三
例
あ
っ
た６

。

更
に
注
目
す
べ
き
は
、二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
そ
の
乱
用
が
拡
大
し
、

二
〇
〇
七
年
に「
う
つ
」に
係
る
効
能
が
削
除
さ
れ
た
リ
タ
リ
ン（
メ

チ
ル
フ
ェ
ニ
デ
ー
ト
の
一
商
品
名
）
問
題
で
あ
る
。

リ
タ
リ
ン
は
多
く
の
国
で
は
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
な
い
し
は
注
意
欠

陥
／
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
治
療
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い

る
が
、
わ
が
国
で
は
、
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
の
治
療
薬
で
あ
る
と
同
時

に
、「
抗
う
つ
薬
で
効
果
の
不
十
分
な
難
治
性
う
つ
病
・
遷
延
性
う

つ
病
に
対
す
る
抗
う
つ
薬
と
の
併
用
」
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
た

中
枢
神
経
刺
激
薬
で
あ
る
。

こ
の
リ
タ
リ
ン
は
、
全
国
精
神
科
病
院
調
査
に
よ
れ
ば
、

一
九
九
六
年
調
査
で
「
主
た
る
原
因
と
し
て
の
薬
物
」
と
し
て
二
例

の
報
告
し
か
な
か
っ
た
。そ
れ
が
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
増
加
を
示
し
、

二
〇
〇
二
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
不
正
に
販
売
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
水
面
下
で
乱
用
が
拡
大
し
た７

。
そ
の
拡
大
ぶ
り
は
、
リ

タ
リ
ン
使
用
者
に
対
し
て
「
リ
タ
ラ
ー
」
と
い
う
呼
称
が
登
場
し
、

リ
タ
リ
ン
を
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｒ
」
と
呼
ぶ
風
潮
ま
で
が
生
ま
れ
、
リ
タ

ラ
ー
が
リ
タ
リ
ン
を
経
鼻
使
用
す
る
映
像
ま
で
が
テ
レ
ビ
で
流
れ
た

事
実
が
象
徴
し
て
い
る
。
そ
の
実
態
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、

二
〇
〇
六
年
の
本
調
査
で
は
「
主
た
る
原
因
と
し
て
の
薬
物
」
と
し

て
リ
タ
リ
ン
症
例
は
一
五
例
に
ま
で
増
加
し
、「
使
用
歴
の
あ
る
薬

物
」
と
し
て
は
三
〇
例
に
ま
で
増
加
し
た
。

二
〇
〇
七
年
九
月
一
八
日
、
毎
日
新
聞
が
本
調
査
の
結
果
と
リ
タ

リ
ン
を
販
売
所
の
よ
う
に
処
方
し
て
い
た
某
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
存
在
を

報
じ
た
。
そ
の
結
果
、
翌
一
〇
月
に
は
厚
生
労
働
省
に
よ
り
リ
タ
リ

ン
の
効
能
か
ら
「
う
つ
」
に
係
る
効
能
が
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
行
政
措
置
の
効
果
は
絶
大
で
、二
〇
〇
八
年
の
本
調
査
で
は「
主

た
る
原
因
と
し
て
の
薬
物
」
と
し
て
の
リ
タ
リ
ン
症
例
は
一
気
に
二

例
に
、
ま
た
、「
使
用
歴
の
あ
る
薬
物
」
と
し
て
は
七
例
に
激
減
し
、

こ
の
リ
タ
リ
ン
問
題
は
事
実
上
終
息
す
る
に
至
っ
た
。

Ⅲ
．
今
日
の
薬
物
乱
用
・
依
存
の
特
徴

本
稿
で
紹
介
し
た
統
計
資
料
、
調
査
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
長
い
間
、
我
が
国
の
薬
物
乱
用
状
況
を
象

徴
し
て
き
た
有
機
溶
剤
、
覚
せ
い
剤
と
い
う
二
大
薬
物
の
構
図
は
既

に
崩
れ
去
っ
た
。
②
有
機
溶
剤
の
乱
用
は
激
減
し
、
③
覚
せ
い
剤
の
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特集・学生生活の危機対応 
乱
用
は
頭
打
ち
状
態
に
あ
る
。
④
そ
の
一
方
で
、
大
麻
の
乱
用
は
確

実
に
広
が
っ
て
い
る
。
⑤
同
時
に
、
法
の
網
を
か
い
く
ぐ
る
か
の
よ

う
に
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
問
題
が
浮
上
し
、
⑥
リ
タ
リ
ン
に
象
徴
さ
れ
る

医
薬
品
の
乱
用
が
社
会
問
題
化
し
た
。

筆
者
は
こ
れ
ら
の
変
化
を
、
①
精
神
病
惹
起
作
用
の
強
い
「
ハ
ー

ド
ド
ラ
ッ
グ
」
か
ら
、
大
麻
や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
に
象
徴
さ
れ
る
「
ソ
フ
ト

ド
ラ
ッ
グ
」
へ
の
変
化
で
あ
り
、
②
有
機
溶
剤
優
位
型
か
ら
大
麻
優

位
型
へ
と
い
っ
た
、「
わ
が
国
独
自
型
」
か
ら
「
欧
米
型
」
へ
の
変

化
で
あ
り
、
③
薬
物
使
用
自
体
で
は
捕
ま
ら
な
い
、「
捕
ま
る
行
為

か
ら
捕
ま
ら
な
い
行
為
へ
」
と
い
っ
た
「
違
法
か
ら
脱
法
へ
の
変
化
」

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る３

。

Ⅳ
．
学
生
に
ど
う
対
応
す
る
か

薬
物
乱
用
問
題
は
長
年
覚
せ
い
剤
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
犯

罪
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
薬
物
乱
用
の
今
日
的
特
徴

に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
今
日
の
薬
物
乱
用
問
題
は
、「
犯
罪
」
と
し

て
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
局
面
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

薬
物
乱
用
と
は
薬
物
を
誤
っ
た
目
的
や
方
法
で
自
己
使
用
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
乱
用
を
繰
り
返
す
と
、
止
め
よ
う
と
思
っ
て
い
て

も
、
な
か
な
か
止
め
ら
れ
な
い
薬
物
依
存
と
い
う
脳
の
異
常
を
引
き

起
こ
す
。
そ
の
結
果
、
薬
物
の
乱
用
が
継
続
・
頻
発
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
依
存
に
も
と

づ
く
乱
用
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
、脳
を
含
め
て
、全
身
に
（
慢

性
）
中
毒
と
し
て
の
病
的
状
態

が
出
現
す
る
。
ニ
コ
チ
ン
依
存

に
も
と
づ
く
喫
煙
に
よ
る
肺
が

ん
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
も
と

づ
く
飲
酒
に
よ
る
肝
硬
変
、
覚

せ
い
剤
依
存
に
も
と
づ
く
覚
せ

い
剤
精
神
病
な
ど
が
そ
う
で
あ

る
。
図
４
に
乱
用
、
依
存
、
中

毒
の
関
係
を
示
し
た
（
詳
細
は

「
大
学
時
報
№
三
二
五
：
四
〇

︲
四
五
、
二
〇
〇
九
」
参
照
）。

そ
の
薬
物
が
違
法
で
あ
ろ
う

が
な
か
ろ
う
が
、
薬
物
依
存
と

い
う
共
通
項
に
は
変
わ
り
は
な

い
。
薬
物
乱
用
が
な
ぜ
い
け
な

い
か
と
言
え
ば
、
薬
物
依
存
を

作
る
か
ら
に
尽
き
る
。

「
ダ
メ
！
ゼ
ッ
タ
イ
！
」
と
い

慢性中毒
（幻覚・妄想等）

薬物依存

薬物乱用

乱用だけの乱用者
依存に基づく
慢性中毒のない乱用者 慢性中毒にまで至った乱用者

図４　薬物乱用･薬物依存・薬物中毒の関係

図 4：薬物乱用 ･ 薬物依存・薬物中毒の関係
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特集・学生生活の危機対応 
う
第
一
次
予
防
（
手
を
出
す
な
）
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
第
一
次
予
防
だ
け
で
は
解
決
し
て
い
な
い

歴
史
と
現
実
が
あ
る
。
車
の
両
輪
と
し
て
の
第
二
次
予
防
（
早
期
発

見
、早
期
治
療
）、第
三
次
予
防
（
社
会
復
帰
）
の
充
実
な
く
し
て
は
、

い
つ
ま
で
経
っ
て
も
薬
物
問
題
は
解
決
し
な
い
。

違
法
な
薬
物
の
乱
用
が
発
覚
し
た
大
学
生
は
法
に
よ
り
確
実
に
裁

き
を
受
け
る
。
そ
の
上
、
大
学
を
追
わ
れ
た
場
合
、
学
生
の
前
途
に

は
薬
物
依
存
者
へ
の
道
し
か
な
く
な
る
。
現
在
、
薬
物
依
存
に
対
す

る
認
知
行
動
療
法
が
開
発
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
精
神
科
お
よ
び
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
て
い
る８

。
違
法
な
薬
物
の
乱
用
が

発
覚
し
た
場
合
、
そ
の
学
生
を
そ
の
よ
う
な
治
療
に
通
わ
せ
、
半
年

後
、
あ
る
い
は
一
年
後
に
、
そ
の
学
生
の
変
わ
り
よ
う
を
診
た
上
で
、

そ
の
学
生
に
対
す
る
大
学
と
し
て
の
最
終
処
遇
を
決
定
す
る
と
い
う

の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
？
人
生
の
再
ス
タ
ー
ト
を
提
供
す
る
の
も
教

育
機
関
の
役
割
の
よ
う
に
思
う
の
だ
が
…
。

文
献

1　

和
田　

清
：
薬
物
乱
用
の
現
状
と
歴
史
．
神
経
精
神
薬
理�

一
九
：

九
一
三
︲
九
二
八
．
一
九
九
七
．

2　

平
成
20
年
版
犯
罪
白
書
．
法
務
総
合
研
究
所
．
二
〇
〇
八
．

3　

和
田　

清
、
尾
崎　

茂
、
近
藤
あ
ゆ
み
：
薬
物
乱
用
・
依
存
の
今
日
的

状
況
と
政
策
的
課
題
．
日
本
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
医
学
会
雑
誌�

四
三（
二
）：

一
二
〇
︲
一
三
一
、
二
〇
〇
八
．

4　

舩
田
正
彦
：
違
法
」
ド
ラ
ッ
グ
（
い
わ
ゆ
る
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
）．
日
薬

理
誌�

一
三
〇
：
四
三
三
︲
四
三
五
、
二
〇
〇
七
．

5　

和
田　

清
、
嶋
根
卓
也
、
立
森
久
照
：
薬
物
使
用
に
関
す
る
全
国
住
民

調
査
（
二
〇
〇
九
年
）．
平
成
21
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
（
医

薬
品
・
医
療
機
器
等
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
総
合
研
究
事
業
）「
薬

物
乱
用
・
依
存
の
実
態
把
握
と
再
乱
用
防
止
の
た
め
の
社
会
資
源
等
の
現

状
と
課
題
に
関
す
る
研
究
（
Ｈ
二
一
︲
医
薬
︲
一
般
︲
〇
二
八
）
研
究
代

表
者
：
和
田　

清
」
研
究
報
告
書
．
pp.
一
五
︲
九
五
、
二
〇
一
〇
．

6　

尾
崎　

茂
、
和
田　

清
、
大
槻
直
美
：
全
国
の
精
神
科
医
療
施
設
に
お

け
る
薬
物
関
連
精
神
疾
患
の
実
態
調
査
．
平
成
20
年
度
厚
生
労
働
科
学
研

究
費
補
助
金
（
医
薬
品
・
医
療
機
器
等
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
総

合
研
究
事
業
）「
薬
物
乱
用
・
依
存
等
の
実
態
把
握
と
「
回
復
」
に
向
け

て
の
対
応
策
に
関
す
る
研
究
（
Ｈ
一
九
︲
医
薬
︲
一
般
︲
〇
二
五
）
主
任

研
究
者
：
和
田　

清
」
研
究
報
告
書
．
pp.
八
七
︲
一
三
四
、
二
〇
〇
九
．

7　

O
zaki,�S.,�W

ada,�K
.:�C
haracteristics�of�M

ethylphenidate�
D
ependence�Syndrom

e�in�Psychiatric�H
ospital�Settings

．�
Japanese�Journal�of�A

lcohol�Studies�&
�D
rug�D

ependence�41

（2

）:�89-99,�2006

．

8　

松
本
俊
彦
、
和
田　

清
：
薬
物
依
存
症
の
治
療
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
．
大
阪
保
険
医
雑
誌�

№
五
〇
九
：
二
五
︲
二
九
、
二
〇
〇
九
．


